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大
野
地
区
の
土
居
に
あ
る
男
山
・
女
山

は
、
付
近
の
山
と
比
べ
て
も
独
特
な
形
を

し
て
い
ま
す
が
、
実
は
こ
の
男
山
・
女
山

は
、
地
中
か
ら
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
冷
え

て
固
ま
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

マ
グ
マ
と
い
え
ば
火
山
を
連
想
し
ま
す

が
、
こ
こ
に
火
山
が
あ
っ
て
噴
火
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
マ
グ
マ
の
通
り
道
が
地
中

奥
深
く
に
あ
り
、
そ
れ
が
今
か
ら
約
一
〇

〇
〜
二
〇
〇
万
年
前
の
、
新
生
代
第
四
紀

更
新
世
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
、
約
一
五
〇

〇
万
年
前
の
新
生
代
第
三
紀
中
新
世
に
形

成
さ
れ
た
地
層（
第
三
紀
層
）、つ
ま
り「
大

野
の
整
合
」
を
貫
い
て
地
上
に
突
出
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
温
の
マ
グ
マ
が

冷
え
て
固
ま
り
、
軟
ら
か
い
第
三
紀
層
の

土
砂
が
長
い
年
月
の
間
に
浸
食
さ
れ
、
固

い
マ
グ
マ
の
部
分
が
残
っ
た
も
の
が
男

山
・
女
山
な
の
で
す
。

　

こ
の
マ
グ
マ
が
固
ま
っ
た
岩
石
を
「
玄

武
岩
」
と
い
い
ま
す
。
玄
武
岩
は
冷
え
て

固
ま
る
際
に
、
体
積
の
収
縮
に
よ
っ
て
独

特
の
ひ
び
割
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
特
徴

で
、
こ
の
ひ
び
割
れ
の
こ
と
を
「
柱
状
節

理
」
と
い
い
、
ま
っ
す
ぐ
に
規
則
性
の
あ

る
石
の
柱
の
よ
う
な
ひ
び
が
何
本
も
入
り

ま
す
。
そ
の
断
面
は
五
角
形
や
六
角
形
を

呈
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
現
在
の
兵
庫

県
の
城
崎
温
泉
近
く
に
あ
る
岩
石
の
採
掘

場
を
訪
れ
た
学
者
が
、
亀
の
甲
羅
や
蛇
の

う
ね
り
の
よ
う
に
見
え
る
石
柱
群
を
、
中

国
の
伝
説
に
出
て
く
る
亀
と
蛇
が
合
体
し

た
よ
う
な
霊
獣
「
玄
武
」
に
見
立
て
て
、

こ
の
採
掘
坑
道
を
「
玄
武
洞
」
と
名
付
け
、

明
治
時
代
に
地
質
学
者
が
こ
の
石
の
日
本

名
を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、「
玄
武
岩
」

と
名
付
け
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
に
な
り

ま
す
。

　

女
山
の
頂
上
付
近
の
東
斜
面
で
も
、
亀

の
甲
羅
の
よ
う
に
ひ
び
割
れ
た
玄
武
岩
の

断
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幅
三
〇

〜
四
〇
㎝
前
後
の
石
柱
の
断
面
が
規
則
的

に
重
な
る
様
子
は
、
人
工
的
に
造
ら
れ
た

切
石
の
石
垣
の
よ
う
で
も
あ
り
、
明
治
二

十
五
・
六
年
（
一
八
九
二
・
九
三
）
に
、

町
内
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
第
一
水

害
・
第
二
水
害
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た

香
々
美
川
の
堤
防
の
修
理
の
際
に
は
、
女

山
の
玄
武
岩
が
大
量
に
切
り
出
さ
れ
て
使

用
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
玄
武
洞
に
近
い

城
崎
温
泉
で
も
、
温
泉
街
の
石
垣
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に
、

硬
質
で
形
が
整
っ
て
い
る
玄
武
岩
は
、
石

材
と
し
て
利
用
価
値
も
高
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

こ
の
男
山
・
女
山
の
よ
う
に
、
玄
武
岩

が
周
囲
よ
り
高
く
な
っ
て
残
っ
て
い
る
も

の
を
「
残
丘
」
と
い
い
ま
す
。
近
隣
で
は

こ
の
よ
う
な
残
丘
が
津
山
市
・
勝
央
町
・

美
咲
町
に
も
存
在
す
る
よ
う
で
す
が
、
女

山
の
よ
う
に
断
面
の
ひ
び
割
れ
が
観
察
で

き
る
場
所
は
県
内
で
も
珍
し
く
、
女
山
の

玄
武
岩
は
町
指
定
文
化
財（
天
然
記
念
物
）

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
近
県
で
有
名
な
玄
武
岩
の
柱
状

節
理
は
、
前
述
の
城
崎
温
泉
付
近
の
他
、

島
根
県
安
来
市
の
比
婆
山
な
ど
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
野
地
区
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
大
野
の
整
合
や
男
山
・
女
山
は
、

日
本
列
島
の
成
因
を
知
る
上
で
も
非
常
に

特
徴
的
で
、
し
か
も
貴
重
な
天
然
記
念
物

で
も
あ
る
の
で
す
。
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